
 

CLP-885、CLP-875、CLP-845、CLP-835、 

SCLP-8450、SCLP-8350 

インストールガイド 
 

 インストールデータの準備 

1. 十分な空き容量のある USB フラッシュメモリーを用意します。 

2. ご使用の製品のインストールデータファイルを、USB フラッシュメモリーのルートにコピーします。 

品番 インストールデータファイル名 

CLP-885 CLP-885SETUP.PRG 

CLP-875 CLP-875SETUP.PRG 

CLP-845 CLP-845SETUP.PRG 

CLP-835 CLP-835SETUP.PRG 

SCLP-8450 SCLP-8450SETUP.PRG 

SCLP-8350 SCLP-8350SETUP.PRG 

  



 インストール手順 

ご注意 

• 作業中に楽器本体の電源を切らないでください。 

• 作業中に楽器本体から USB フラッシュメモリーを抜かないでください。 

問題が発生した際は、次ページの「トラブルシューティング」をご確認ください。 

1. 楽器の電源が切れていることを確認します。 

2. インストールデータファイルをコピーした USB フラッシュメモリーを USB [TO DEVICE]端子に接続します。 

3. CLP-885/CLP-875: 鍵盤左端から 2番目の白鍵盤(B-1)を押したまま、電源を入れます。 

CLP-845/CLP-835/SCLP-8450/SCLP-8350: [PLAY/PAUSE] ( )ボタンを押したまま、電源を入れます。 

以下の画面が表示されるまで、B-1鍵盤または[PLAY/PAUSE] ( )ボタンを押し続けてください。 

 

(参考) 

   

4. 以下の画面が表示されたら、[PLAY/PAUSE] ( )ボタンを押します。 

 

 

5. 以下の画面が表示されたら、もう一度 [PLAY/PAUSE] ( )ボタンを押してインストールを実行します。 

 

インストールが始まります。 

 

 

 

インストール中は、進行状況が表示されます。 

インストールデータファイルが大きい場合は、約 30分かかります。 

 

 

 



 

インストールが完了すると、インストール後の楽器のバージョンが表示されます。 

6. 楽器の電源を切ります。 

電源を切った後、USB フラッシュメモリーは抜いて構いません。 

7. 右端の鍵盤を押したまま電源を入れます。 

ご注意 

この操作は楽器を初期設定に戻します。(楽器本体に保存したMIDI ソングは消去されません。) 

 

以上でインストール作業は完了です。 

楽器のバージョンは、システムメニューの「ユーティリティー」 > 「バージョン」で確認できます。 

 トラブルシューティング 

 作業中に電源が切れた、USB フラッシュメモリーを抜いてしまった 

再インストールが必要です。インストール手順を最初からやり直してください。 

 画面上にエラーメッセージが出て、インストールが実行できない 

以下の項目を確認してください。 

□ USB フラッシュメモリーが正しく接続されていますか︖ 

□ USB フラッシュメモリーの端子にゴミなどが付着していませんか︖ 

□ インストールデータファイルは USB フラッシュメモリーのルートにありますか︖ 

□ インストールデータファイルはご使用の製品のものですか︖ 

□ USB フラッシュメモリー内のデータ、または USB フラッシュメモリーが壊れていませんか︖別の USB フラッシュメモリーを使って再度インス

トールしてみてください。 
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